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Ⅰ新技術の解説

１要旨

福島県内の農耕地土壌について、詳細な土壌特性情報を格納したデジタル土壌図の整備を行った。こ
の土壌図は、汎用のGISソフトにより閲覧、情報検索することができる。

(1) 農耕地の土壌分類法に従い、デジタル土壌図のポリゴン(多角形で区切られた領域）を整備した。
その結果、福島県全体でのポリゴン数は11,591となった。

(2) 各ポリゴンへ、土壌の形態的特性や生産性に関わる特性など70項目の特性についてデータを整理
し格納した。

(3) 今回作成したデータのファイルサイズは14.2MBで、汎用GISソフトにより、利用することができる。ま
た、フリーGISソフト（ArcExplorer J 1.1（ESRI社））をパソコンにインストールすれば関係機関での利
用が可能である。

２期待される効果

(1) このデジタル土壌図は土壌区レベルで整備されており、膨大な量の土壌の情報の獲得を容易に、
かつ視覚的に行うことができる。

(2) このデジタル土壌図は、環境負荷危険地図、適地適作地図などの作製に応用が可能である。

３適用範囲

県内全域

４普及上の留意点

(1) このデータは、農林事務所農業振興普及部・普及所に配布する予定である。

(2) このデジタル土壌図のデータ（ポリゴンの形状、土壌特性データなど）は地力保全基本調査（1958
～1978年）によるもので、一部改変し利用した。調査密度は25haに１点程度である。

(3) データは、順次更新していく。
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